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平成２９年度（公社）砂防学会北海道支部若手研究発表会 プログラム 

 

日時：平成29年5月12日（金） 15:00~18:00 
会場：北海道大学 食資源研究棟3階F319セミナー室 
 
開会挨拶 小山内支部長 
 
一般発表 
１．15:05～15:20 斉藤はるか （北海道大学院 流域砂防学研究室） 
阿蘇カルデラ壁における平成 28年熊本地震およびその前後の降雨による崩壊発生場の比較 
 
２．15:20～15:35 梅谷涼太 （北海道大学院 流域砂防学研究室） 
地形条件に着目した地震による崩壊土砂の再移動性の評価 
 
３．15:35～15:50 輿水健一 （北海道立総合研究機構 地質研究所） 
豪雨後の拡大崩壊による土砂生産が流域の土砂収支に及ぼす影響 
 
４．15:50～16:05 林真一郎 （北海道大学農学研究院） 
広域土砂災害の被害状況把握手法に関する一考察 
 
休憩 16:05～16:10 
 
特別講演 16:10～16:40  

「平成28年大雨災害を振りかえって」 北海道砂防ボランティア協会 会長 西尾正己 
 
特別発表セッション「平成28年台風豪雨を振り返る」 
 
６．16:40～16:55 小山内信智 （北海道大学農学研究院） 
2016年8月北海道広域豪雨災害に関する防災上の課題 
 
７．16:55～17:10 古市剛久 （北海道大学農学研究院） 
十勝平野西部流域における2016年8月の土砂流出に対する気候変動史からの一視点 
 
８．17:10～17:25 永野統宏 （日本工営株式会社） 
平成28年8月豪雨に伴う戸蔦別川流域の土砂・流木移動実態 
 
９．17:25～17:40 早川智也 （日本工営株式会社） 
平成28年8月北海道上川町（層雲峡）における複数の豪雨に伴う土砂流出特性 
 
１０．17:40～17:55 吉川契太郎（国土交通省北海道開発局旭川開発建設部） 
平成28年8月豪雨における石狩川上流直轄砂防施設の効果発揮状況 
 
講評 小山内支部長 


